




検討内容及び検討結果 

○ 第１回検討会議（8/5） 

 ・代表に県長寿介護課長、副代表に伊賀市介護高齢福祉課長を選出しました。 

・提案市（伊賀市）における取組について報告しました。 

 

・グループ討議について 

・事前に地域課題の把握の状況などについてアンケートを取り、把握の有無

についてたずねたところ、29 市町中、「把握を行っている」19 市町、「把握

を行っていない」10 市町でした。また、地域課題の把握を行っていると回

答した 19 市町のうち、政策へ反映しているところは 13 市町でした。 

  ・そのため、地域課題の把握の方法や課題、問題について、７班に分かれて

グループ討議を行いました。 

・地域課題の把握については、地域ケア会議をはじめ、民生委員、自治会、老

人クラブなど地域住民からの意見や、アンケート調査・ニーズ調査など様々

な方法により行われていることが明らかになりました。 

・また、地域ケア会議においては、個別課題と地域課題の両方を検討する機能

があるが、個別ケースの検討が中心となっており、政策形成につながってい

ないことが課題となっています。 

 

○ 第２回検討会議（12/24） 

・取組事例の報告について 

 第１回の討議を経て、地域課題を把握する仕組みについては、ほとんどの市町

でできていますが、把握した地域課題について、政策への反映につながってお

らず、政策形成に向けたプロセスに課題を抱えていることが明らかになりまし

た。 

 そのため、桑名市、松阪市、大台町、伊賀市の４市町から地域課題の把握と政

策形成に向けたプロセスの特徴などの報告を受けました。 

 

・グループ討議について 

・４市町からの取組事例の報告を参考に、地域ケア会議を活用した地域づくり

から政策形成につなげていくために必要なことについて５班に分かれてグ

ループ討議を行いました。 

・地域包括支援センター単位の個別ケースの検討で終わっているため、市町単



位の政策形成にまでつなげる仕組みが必要との意見がありました。 

・また、地域課題の解決のため、行政内の連携が十分にできておらず、横断的

な取組が必要との意見がありました。 

 

今後の予定 

 協議を行う中で各市町の課題が明らかになってきました。その課題は、各市町

により様々であり、そのためには、地域の特性に応じた対応が必要となります。 
 県長寿介護課では、地域ケア会議の普及、定着を図ること等を目的として、平

成 25 年度から県内６箇所で研修会や意見交換を行っています。平成 27 年度以降

も、地域ケア会議の充実に向けて、県内各地域で開催し、地域の特性に応じた支

援を行っていきます。 
 また、必要に応じて当課が主催する会議などで好事例の紹介や意見交換を行っ

ていきます。 
 
 
 
 


